
広 報 か ざ ま う ら平成 年 月号

十
月
二
十
九
日
（
金
）
風
間
浦

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
福
祉

関
係
者
ら
約
三
百
名
参
加
の
も

と
、
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
下
北
郡
社
協
会
長

よ
り
社
会
福
祉
功
労
者
十
二
名
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
郡
の

部
二
名
、
村
の
部
二
名
の
方
々
に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代

表
し
、
木
下
く
も
連
合
婦
人
会
長

よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
浜
辺
緑
村
社
協
理
事

よ
り
大
会
宣
言
文
が
朗
読
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
と
な

り
、
式
典
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
時
に
は
、
易
国
間
保

育
所
児
童
ら
三
団
体
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
午
後

の
部
で
は
、

新
し
い
成
年
後
見

制
度

と
題
し
、
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
東
通
村
で
福
祉
相
談
事
業

所
を
開
業
し
て
い
る
竹
洞
孝
義

（
た
け
ほ
ら
・
た
か
よ
し
）
氏
よ

り
、
成
年
後
見
制
度
や
関
連
施
策

に
つ
い
て
事
例
を
含
ん
だ
講
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
家
族
や

地
域
に
温
か
く
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
自
分
ら
し
い
役
割
や
生
き
が

い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
生
活
し

て
い
け
る

こ
と
が
私
た
ち
の
変

わ
ら
ぬ
願
い
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
実
感
で
き
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
今
後
の
新

し
い
枠
組
み
の
中
で
、
地
域
課
題

を
改
め
て
整
理
し
つ
つ
、

利
用

者
や
家
族
の
立
場
に
立
っ
た
介

護
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
住

民
参
加
に
よ
る
、
あ
た
た
か
い
地

域
福
祉
活
動

を
実
践
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
大
会
に
あ
た
り
、

手
を
つ

な
ぎ
、共
に
築
こ
う
福
祉
の
ま
ち

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
住
民
や
関

係
機
関
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
関
係
者
一
同
、
確
認
す
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
意
義
あ
る
本
大
会
に
あ

た
り
宣
言
す
る
。

下
北
郡
表
彰
の
部

・
佐
々
木

久
次
郎

様

・
木

下

く

も

様

風
間
浦
村
感
謝
の
部

・
坂

本

み
つ
よ

様

・
青
森
県
東
部
特
定
郵
便
局
長
会

下
北
北
部
会

様

十
一
月
十
五
日
、
赤
十
字
奉
仕

団
蛇
浦
分
団
の
調
理
に
よ
り
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
、

食

の
お
弁
当
が
対
象
者
の
方
々
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

利
用
者
の
取
り
ま
と
め
を
い
た

だ
い
た
民
生
委
員
の
皆
様
、
前
々

日
よ
り
食
材
の
買
出
し
や
調
理
に

協
力
い
た
だ
い
た
奉
仕
団
の
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
今
後
の
予
定
】

・
第
二
回
目

十
二
月
十
四
日
（
火
）

調
理

易
国
間
分
団

・
第
三
回
目

二
月
十
五
日
（
火
）

調
理

桑
畑
分
団

・
第
四
回
目

三
月
十
六
日
（
水
）

調
理

下
風
呂
分
団

木下くも氏木下くも氏 佐々木久次郎氏佐々木久次郎氏

大 会 宣 言大 会 宣 言 講演の模様講演の模様 アトラクションアトラクション

蛇浦分団のみなさん蛇浦分団のみなさん


